
〇目指す生徒像

自分の学びを調整しながら学習できる生徒

高校国語において自分の学びを調整できる生徒の育成
―単元内自由進度学習を促進するための振り返りシートの工夫を通して―

特別研修員 国語 後閑 貴仁（高等学校教諭）

〇生徒の実態
学習中に指示を待つ場面が多くなってしまったり、分から
なくても同じやり方で学習を続けてしまったりするなど、
授業中の態度が受動的である。

〇教師の願い
自分の学びを調整しながら
主体的に学習してほしい。

〇成果
生徒は振り返りシートを使いながら最初に立てた計画を基に自分の学びを客観的に振り返ることで、能動的に
学習していた。学習の中で進捗に応じて自分の計画を変更したり、分からないところは友人と協力したりする
など、学びを調整する様子が見られた。

●課題
学習の進め方に戸惑っている生徒が見られた。生徒主体で学習が進むため、より精緻に課題の難易度を設定す
る必要がある。また、理解に応じたヒントを出すなど、生徒が主体的に動けるような支援をする必要がある。

〇手立て
単元内自由進度学習を促進するための振り返りシートの工夫
・取り組む教材、最終課題までの過程、学習中の取り組み方など、生徒が「自己決定」する場面を可視化
・選んだ教材、進捗に応じた計画や取り組み方の変更など、生徒が「自己調整」する場面を可視化
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学習の成果をレポートにする。

全体の学習を振り返る。
・学習内容について
・学習方法について
の二つの観点で振り返る。

指定時数に合わせて計画を立てる。
・「やることリスト」に最初の計画
・「修正版」に進捗に応じた計画
を記入する。

取り組む教材を決めて記入。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
①

②

③

「やること」を見ながら毎時間の
振り返りをする。
①その日の進捗や反省
②作業中疑問に思ったこと
③最終課題の手掛かり
を記入し、蓄積する。
※②には必要に応じて教師がコメントをする。


